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変 断 面 球 殼 の 解

坪井善勝・秋野金次

　厚みの薄いドームのような構造物を殻と呼んでいる

が，変断面の殻構造の支点附近の応力状態は従来あまり

ょく解析されていない。ここでは殻構造の一種である球

殻について厚みがqの函数である場合の支点近傍の応

力を解析した。
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輔方向力をN，勢断力をQ，モーメyトをMとお
くと軸対象，無荷重時の殻の基本方程式は
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　ここに

　　　y一静＋器）

　　　t　＝t（q）：球殻の厚み

　　　a：球殻の半径

　　　E：ヤソグ率
　　　D＝D（の　：版剛度

　　　Vlボアソソ比
　　　〃　：子午線方向の変位

　　　W：半径方向の変位

　今支点近傍の応力を論ずることにして，cotψを無視

する。かつコソクiJ　一一トのボアソソ比をv＝Oとする。

さらに，厚みtの変化をexponentia1で表わすものと

仮定し

　　　　　　　t＝toe2kq

　たたし1。eleほ断面の形によつて決る定数。

とおくと，（1）式は簡単化され，（1）式からQqを消去す

ると，
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を得る。この微分方程式解は／5次のmodified　Be－

ssel　functionで与えられるが，整数次の解をうる方が

よいので，（2）式の第二，三，四項の係数を若干変更して

（2）i式に書き直す。
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　この方程式を解くと
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　　　　　　第3図　yング方向応力図

が得られ，これより応力計算上必要なQψ，Nq，　Nq，

Mq，1鴫，　v，　wが求められる。第2図，第3図に直

径50mの円形プラソ上をa＝50mの球殻で覆つた
場合でto＝O，　003　m，　k　・＝5，1330のときの解を例示し

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1953・11・26）
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